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激動の昭和時代を、日本の航空の面から郵趣品を

使って紹介した。昭和初期、民間による郵便輸送を経

て、航空郵便制度へ、当時の日本の対外政策に沿って

中国、東南アジアへの飛行、そして軍国化による日中

戦争、太平洋戦争、敗戦へと続いた。戦後の航空活動

の禁止と再開、旅客機の進歩で大量輸送に至る飛行

機の開発を合わせて展開した構成となっている。 


